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テキスト ボックス
・当初土砂(粘性土）にて計上していたが、実績の堆積量、土質の変更による減。
（土砂90m3→岩盤・玉石40m3、土砂30m3）
・実績伐採量により、竹伐採処分量の減（竹22.5m3→2m3、伐根材18m3→4m3、）
・土砂搬出について、河川管理道路を使用した搬出が効率的であったため、小型不整地運搬車の運搬距離を 
   90m→160mに変更（仮設道路については減とする）による減。
・河川に鋼橋が架設されており、老朽化により再利用が不可能であったため新材での復旧による増。（N=1.0箇所）
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